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論文は、方法論的な考察を行った第一部:序論(第 1 ・ 2 章)、現代京都市方言の「ハル敬語」の共時的考察を行














第 8 章で、は江戸時代後期京都語の状況について京都板の対話体酒落本を用いて考察している。第 9 章では同じく酒
落本資料を用いて女性の敬語運用とナサル・ナハル・ヤハルについて詳細に考察している。第 10 章では落語関係資
料を用いて明治期の敬語運用状況について考察している。そして、最後に通時的観点から江戸時代後期から現在にい
たるハルの意味機能の変遷を概観し、全体のまとめを行っている。
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論文審査の結果の要旨
本論文の特長は、現代日本標準語の敬語の枠組みにはまりきらない京都市における方言敬語形式~ハルによる表現
の全般的な記述を試みたことにある。京都市方言の「ハノレ敬語」の性格をめぐっては、先行研究でも使用例を提示し
つつ、さまざまな解釈がなされてきたが、本論文ではそこに提示された使用例をすべて包含できる枠組みを提出した
のである。
現代日本標準語の敬語の記述においては、敬語の使い手による違いは普通あまり大きな問題とはされないが、当該
方言では男性話者と女性話者で敬語運用や使用語葉に大きな異なりが認められるため、話者を性別に分けて記述がな
されている。「ハノレ敬語」についてはとくに女性話者に使用頻度が高く、適用対象の範囲が広い。本論文では、中年
層女性話者の談話資料を考察の中心にしつつ、男性話者や中年層以外の女性話者についても資料を得て実態を分析し、
年層による尊敬語的色彩の薄まり、「三人称指標」的な特徴の増大について明らかにした。また、この通時的考察を
談話資料から文献資料へとつなぎ、「ハノレ敬語J の匹胎期にまでさかのぼって考察し、現代京都市方言の敬語運用お
よび「ハノレ敬語」が展開するにいたる京都語における敬語の土壌の一端を検証した。
従来の敬語史研究においては、研究の焦点が中央語ないし標準語におかれ、方言敬語の研究は標準語の分析枠組み
によって行われ、運用面の地域性はともすれば中央語の変化過程から帰納した尺度ではかられ、序列づけされてきた
きらいがある。しかしながら、本論文においては標準語とは運用自体が異なる方言独自の論理・尺度を発見・提示で
きたのである。
資料の取り方や扱い方にやや不十分なところが見受けられ、文章にやや冗長なところが目立つが、実証的な記述に
徹し、それに基づいて方言独自の敬語運用機構の実相を明らかにした点で、本論文は博士(文学)の学位を授与する
にふさわしいものであると認定する。
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